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国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ソロモン H131 栄養士 個別 新規 2年 ・2026/3 ・2027/1 ・
2027/2

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育・人的資源開発省

2）配属機関名（日本語）

ソロモン国立大学 看護・医療・保健・健康科学
部(FNMHS) 公衆衛生学科

3）任地（ ホニアラ市 ） JICA事務所の所在地（ ホニアラ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

ソロモン国立大学(SINU)は2013年設立の唯一の国立大学で、学生数約4,300名、5学部と遠隔教育センターを有する。看
護・医療・保健・健康科学部(FNMHS)は主要学部の一つで、公衆衛生学科では栄養・食事療法ディプロマ課程(DND)を
運営し、地域保健や病院で活躍する専門職の育成を担っている。学科は講義、実習、地域活動を通じて、国家保健戦略
に沿った人材育成を推進しているが、教員数や教材が不足しており、教育体制の強化が急務となっている。2026年度予
算は約25,539,000ソロモンドル(約3.08百万USD/約4.81億円)。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ソロモン諸島では栄養不良と非感染性疾患(NCD)の増加が国家的課題である。保健・医療サービス省は2024年に「NCD
による死亡は危機的状況にある」と警告しており、糖尿病や高血圧など生活習慣病の急増が報告されている(ソロモン保
健省, 2024)。国家保健戦略計画(2022 2031)では栄養改善とNCD予防が重点目標として掲げられているが、栄養士や食
事療法専門職の数と質は不足している。公衆衛生学科では栄養・食事療法ディプロマ課程を運営しているが、教員や教
材、実習体制が不十分であり、教育の質向上が急務である。このため、講義・実習指導、教材開発、地域栄養活動を担
う専門家として海外協力隊員の派遣が強く求められている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 講義・実習指導:栄養学・食事療法の主要科目における講義と技能実習(栄養評価、食事計画、調理実習)を担当する。
2. 教材・カリキュラム改善:教材や学習ガイドの作成・改訂を行い、国家栄養政策やNCD対策に沿った教育内容を強化す
る。
3. 臨床・地域実習支援:病院やコミュニティでの学生実習を調整・指導し、現場での安全管理を行う。
4. 地域栄養啓発活動:母子栄養やNCD予防に関する啓発活動や調理デモを支援する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

体格測定器(SECA体重計、身長計、MUACテープ、皮脂厚計)、食品調理器具(デジタルスケール、ガスコンロ、ブレン
ダー)、教材(食品模型、成長曲線チャート、食事計画ツール)等

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:看護・医療・保健・健康科学学部(FNMHS)教員約50名。学部長(PhD、教育経験10年以上)、学科長(修
士、20年以上)、専門部門長(修士、25年以上)、シニア講師(修士、20年以上)。

https://www.jica.go.jp/volunteer/


活動対象者:看護学科学生(学士課程・助産専攻)、臨床指導者(国立・州病院)、保健省職員 他。

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（栄養士が必須）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：教員にも助言する
ため

[参考情報]：

　・管理栄養士は必須。栄養学修士歓迎。

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（22～32 ℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
赴任後に現地共通語(ピジン語)を学習する。住居では時折停電・断水が発生する。

【類似職種】
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